









































観察調査（Y2：2002 年，2003 年，2015 年，S：2005 年，2012 年）から，利用者の個別
的な過ごし方に対応した空間構成や設え等の建築的要素や，通所利用者と宿泊・居住利用
者が過ごす昼間の空間と宿泊・居住利用者のみが利用する夜間の空間が明確に分離された
空間構成の有用性が示唆された． 
 
 以上のように，本論文は，小規模高齢者介護施設における多機能な介護サービスとその
空間対応の変遷と施設空間の利用実態の解明し，小規模高齢者介護施設における多機能な
介護サービスに対応した施設計画について，有益な示唆を与える成果を導出しており，建
築計画分野における貢献は極めて大きいと評価できる．よって，本論文は博士（工学）の
学位を授与するに十分な価値を有するものと認められる． 
